
④「精神障害に関する地域交流事業」

【特定非営利活動法人陽だまりの会】

～精神障害に対する理解を深めるために～



代表者

所在地

電話番号

電子メール

枚方市交北２丁目７-15

〒573-1161

０７２－８０９－００１５

npoh@juno.ocn.ne.jp

ホームページ
https://www.npohidamari.jp/

津田 佳積

活動紹介

昭和59（1989）年に任意団体として活動を開始。
平成11（1999）年に法人格を取得。

主な活動場所は、法人事業所、市内周辺など。

精神障がい者の自立と社会参加を推進し、あたりまえ
に暮らせる社会の実現をめざし、人が人として尊重さ
れ、自己実現が可能となる社会の創造に努めることを
目的に、さまざまな事業を実施。

1 精神障害者についての啓発活動（地域交流事業）
2 障害者総合支援法に定める給付事業
3 地域生活支援事業 など

FAX番号 ０７２－８０９－００１５

法人へのお問合せ先



事業内容

対象者

実施日時・場所

市内在住・在職の市民など

【市民講座】
日時：令和５年10月28日（土）
実施場所：枚方市総合文化芸術センター

【地域ふれあいまつり】
日時：令和５年11月3日（金・祝）
実施場所：法人敷地内

【もちつき大会】
日時：令和６年２月10日（土）
実施場所：法人敷地内

～枚方市NPO活動応援基金を活用して実施した事業の紹介～

市民講座については、精神障がい者の支援を地域で密着した形で長年続けてきた埼玉県
「やどかりの里」の理事長やピアサポーターを招いて市民講座を開催し、93人の参加者が
ありました。
地域ふれあいまつりは、近隣の市民を中心に131人の参加があり、地域の障害者作業所

からも４団体が模擬店を出店しました。もちつき大会は、地域の市民を中心に129人の参
加がありました。



補助金交付額

293,131円

事業の成果

市民講座の講師謝礼金や旅費交通費などへ補助金
を活用することで、遠方の著名な講師を招くことが
でき、参加者に貴重な講演を聞いていただく機会を
提供することができました。
地域ふれあいまつりやもちつき大会は、地域にあ

る障がい者が働き集う場所で、障がい者と共にイベ
ントを体験していただくことができました。また、
イベント案内用のミニコミ誌をカラーで作成するこ
とができ、住民の方に関心を持っていただくきっか
けになったように感じました。

今後の取り組み

市民講座については、今年度も開催予定です。
もちつき大会については、参加費により開催でき

る目途が立ったため、本基金を活用した事業とはし
ませんが、地域ふれあいまつりは、今年度も本補助
金の対象事業として、住民への周知を図るととも
に、開催内容を工夫していきます。

補助金の使い道

謝金 旅費交通費 消耗品費

印刷製本費 通信運搬費 会場使用料

備品購入費

団体登録のきっかけ
近年、日々の業務や資金的な関係により、市民に対して精神障がいに対する理解を深

めてもらうための事業に充分取り組めていない状況でした。そのため本基金を活用し、
講演会やシンポジウム、また地域ふれあいまつり等のイベントを開催することにより、
住民に精神障がいへの理解を深めてもらいたいと考え、申請しました。


